
計測自動制御学会中国支部	

平成 30 年度	チュートリアル講演会	

	

主催：	 計測自動制御学会中国支部 
共催：	 電気学会中国支部，電気設備学会中国支部，照明学会中国支部，電子情報通信学会中国支部，

映像情報メディア学会中国支部，情報処理学会中国支部 

期日：	 2018年 12月 7日 (金)	  
会場：	 岡山大学 中央図書館（津島キャンパス）本館 3階 セミナー室 

（〒700-8530	 岡山市北区津島中 2-1-1） 
 
概要：	 今回の講演会開催地である岡山に, 東アジア最大となる口径 3.8m の望遠鏡「せいめい」
が設置され, 8 月に完成披露がなされました. 名前の由来は, 平安時代の陰陽師・天文博士であっ
た安倍晴明です. 京の都に住んでいた晴明は, 岡山天文台の近くにある阿部山でも観測をしたと
伝えられており, 岡山にもゆかりのある人物です. このニュースにちなんで, 天体望遠鏡の制御
技術についての講演会を企画しました. 多数のご参加をお待ちしております. 
 
プログラム： 
13：30～13：40	 開会挨拶 
 
13：40～14：40	 講演 1（講演 45分間，討論 15分間） 
 
題目：	 「天体望遠鏡「せいめい」を支える制御技術 」 
講師：	 軸屋	 一郎 先生（金沢大学 理工研究域フロンティア工学系 准教授） 
 
概要：	 本講演では天体望遠鏡「せいめい」の概要と分割主鏡制御技術を紹介する。「せいめい」

は京都大学が岡山県に開発した東アジア最大級の天体望遠鏡であり、γ線バーストなどの突発天

体の即応観測、太陽系外惑星やスーパーフレア星の長期間モニタ観測などを目的とする。技術的

には、遺伝的アルゴリズムを用いた軽量架台の開発、超精密研削による鏡加工、分割主鏡の相対

位置制御などの新技術が盛り込まれている。なかでも、分割主鏡は望遠鏡の巨大化に伴う開発の

困難を回避するための一つの方策であり、「せいめい」では内周 6枚と外周 12枚の鏡から構成さ
れ、花弁型の分割方式は光学望遠鏡では世界初の試みとなる。相対位置制御は、72個のエッジセ
ンサを用いて鏡間の相対位置をリアルタイム計測して、57個のアクチュエータを用いて鏡を背面
からリアルタイム補正することにより、分割主鏡全体の理想鏡面形状からのずれを 100ナノメー
トル以下に保持することを目的とする。 
 
14：50～15：50	 講演 2（講演 45分間，討論 15分間） 
 
題目：	 「天文学における補償光学システム 」 
講師：	 渡邉 誠	 先生（岡山理科大学 理学部応用物理学科 准教授） 
 



概要：	 地上からの天体観測では，地球大気の屈折率ゆらぎによって，天体からの光の波面が乱

され天体像の空間分解能が大きく劣化する（像がぼやける）という問題があります。近年，この

問題を克服する技術である，光波面の乱れをリアルタイムで測定して位相補正する波面位相補償

光学（Adaptive Optics; AO）技術が実用化され，望遠鏡の本来の理論分解能（回折限界）に近い
高い分解能を得ることが可能となってきました。補償光学システムは，口径 8-10mクラスの大望
遠鏡においてはすでに標準装備となっており，宇宙初期の銀河形成・進化の研究や太陽系外惑星

探査などにおいて多くの科学的成果を上げています。せいめい望遠鏡においても系外惑星探査を

目的とした補償光学システムが開発中です。現在，天文用補償光学システムは，古典的構成の汎

用システムから，科学目的に応じて性能（補正視野や補正精度）を特化した様々な構成のシステ

ムへの多様化が進みつつあります。本講演では，天文学における補償光学システムについて，そ

の動作原理とキー要素，制御技術を解説し，最近の進展と将来について紹介します。 
 
15：50～16：00	 閉会挨拶 
 
参加費：	 無料 
参加申込：	 氏名・所属・連絡先を記入のうえ, 下記アドレス宛の E-mailにてお申込みください. 
申込締切： 2018年 11月 30日（金） 
問合せ先： 岡山大学 大学院	 自然科学研究科	 産業創成工学専攻 

岡野訓尚／電話 (086) 251-8644, E-mail: kokano@okayama-u.ac.jp 
 


